
№ 169  2012 年３月  発行 

                         
   

                                

        

   

こ
の
不
当
な
決
定
に
対
し
、

弁
護
団
は
２
月
９
日
、美
世

志
会
七
名
は
２
月
10
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
最
高
裁
判
所

に
対
し
て
「
異
議
申
立
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
直
ち
に

全
職
場
で
抗
議
の
報
告
集

会
を
開
く
と
共
に
、
２
月

13
日
に
は
院
内
報
告
会
、

翌
日
の
14
日
に
は
東
京
・

日
本
教
育
会
館
に
全
国
か
ら

八
〇
〇
名
の
組
合
員
・
Ｏ

Ｂ
・
支
援
す
る
会
の
仲
間
た

ち
が
集
ま
り
、「
団
結
権
を

守
り
美
世
志
会
と
共
に
闘

う
２
・
14
緊
急
集
会
」
を

開
催
し
、
上
告
棄
却
を
弾
劾

し
ま
し
た
。 

ま
た
本
部
Ｏ
Ｂ
会
も
「
え

ん
罪
・
浦
和
電
車
区
事
件
」

の
上
告
棄
却
を
弾
劾
す
る

声
明
（
裏
面
に
全
文
掲
載
）

を
発
表
す
る
と
共
に
、
各
地

本
Ｏ
Ｂ
会
も
家
族
に
宛
て

た
激
励
の
手
紙
・
檄
電
行
動

を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
不
当
な
「
上
告
棄
却
」

を
決
定
し
た
最
高
裁
判
所

に
対
し
て
、
こ
の
一
週
間
は 

           

全
国
各
地
の
至
る
所
か
ら
「
怒
り
」
と

｢

抗
議｣

の
声
が
渦
巻
き
ま
し
た
。 

   

最
高
裁
が
上
告
を
棄
却
し
た
理
由
に

つ
い
て
、
美
世
志
会
と
弁
護
団
が
「
一
・

二
審
判
決
は
労
働
組
合
の
団
結
権
を
保

障
し
て
い
る
憲
法
二
八
条
に
違
反
し
て

い
る
」
と
申
し
立
て
た
こ
と
に
対
し
て
、

刑
訴
法
四
〇
五
条
〔
①
憲
法
の
違
反
が
あ

る
こ
と
又
は
憲
法
の
解
釈
に
誤
り
が
あ

る
こ
と
、
②
最
高
裁
判
例
と
相
反
す
る
判

断
を
し
た
こ
と
、
③
略
〕
の
上
告
理
由
に 

当
た
ら
な
い
事
を
上
げ
ま
し
た
。 

               

さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
運
動
は
「
組
合

活
動
と
し
て
手
段
・
方
法
に
お
い
て
社
会

的
に
相
当
な
も
の
と
言
え
な
い
」
と
事
実

審
理
も
し
な
い
で
恣
意
的
に
断
定
し
た

の
で
す
。 

｢

法
令
違
反
や
事
実
誤
認｣

が
あ
っ
た

判
決
で
あ
っ
て
も
、そ
こ
に
は
目
を
つ
ぶ
り 

門
前
払
い
と
し
た
の
で
す
。 

   

今
日
の
裁
判
所
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
は
、

世
論
は
も
ち
ろ
ん
国
会
の
中
で
も
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
警
察
・

検
察
の
長
期
勾
留
を
し
な
が
ら
の
「
密
室

で
の
取
り
調
べ
」
と
共
に
、
裁
判
官
と
検
事

が
人
事
交
流
を
行
な
っ
て
い
る
「
判
検
交

流
」
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
三
権
分
立
の
基
本
を
冒

す
よ
う
な
事
が
行
わ
れ
て
い
る
今
日
の

裁
判
で
は
、
裁
判
官
は
検
察
官
の
言
う
が

ま
ま
で
あ
り
、「
え
ん
罪
事
件
」
を
見
抜

く
こ
と
な
ど
出
来
る
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

私
た
ち
本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
こ
の
最
高

裁
判
決
を
認
め
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

「
正
義
」
が
通
ら
な
い
社
会
に
し
て
は

い
け
な
い
の
で
す
。 

美
世
志
会
や
そ
の
ご
家
族
の
気
持
ち

を
察
す
る
と
、
す
で
に
Ｊ
Ｒ
の
現
職
を

退
職
し
て
い
る
Ｏ
Ｂ
の
身
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
悔
し
い
思
い
は
全
く
同
じ
で
す
。 

私
た
ち
本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
Ｊ
Ｒ
東
労
組
や
美
世
志
会
、
心
あ
る

人
た
ち
と
共
に
、
二
度
と
「
え
ん
罪
」
で

苦
し
む
人
達
を
つ
く
り
出
さ
な
い
闘
い
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

全
国
の
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆
さ
ん
、
そ
の

た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

  

◇ 

私
が
住
ん
で
い
る
柏
崎
市
は
、
東
京
電
力
・
柏
崎
刈
羽

原
発
が
あ
り
、
私
の
住
居
は
原
発
か
ら
直
線
距
離
に
し
て

３
km
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。 

◇ 

柏
崎
刈
羽
原
発
１
～
７
号
機
は
、
総
出
力
８
２
０
万

kw
を
越
え
、
一
九
八
六
年
に
原
発
事
敀
を
引
き
起
こ
し
た

チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
リ
原
発
４
号
機
の
８
倍
以
上
の
世
界
最
大

級
の
原
発
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

◇ 

昨
年
３
月
11
日
の
福
島
第
一
原
発
事
敀
は
、
１
号
機
～
３
号
機

ま
で
が
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
と
い
う
世
界
最
悪
の
事
敀
と
な
っ
た
。
こ
の

事
敀
は
天
災
で
も
な
く
明
ら
か
に
人
災
で
あ
る
。
政
府
・
電
力

会
社
・
御
用
学
者
等
は
、
原
発
の
過
酷
事
敀
、
特
に
地
震
や
津
波
に

関
す
る
災
害
の
想
定
を
過
小
評
価
し
、
本
来
と
る
べ
き
対
策
を
怠
っ
て

き
た
が
ゆ
え
の
事
敀
で
あ
り
、「
安
全
・
低
価
格
・
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
等
と
宣
伝
し
て
き
た
原
発
推
進
の
根
拠
を
失
い
、

「
安
全
神
話
」
は
崩
壊
し
た
。 

◇ 

12
月
26
日
に
発
表
さ
れ
た
政
府
の
事
敀
調
査
・
検
証
委
員
会
の

中
間
報
告
は
、
国
・
東
京
電
力
の
危
機
管
理
能
力
の
欠
如
を
指
摘
し
、

東
京
電
力
の
事
敀
対
策
は
「
不
適
切
」
と
見
解
を
示
し
て
い
る
。 

◇ 

福
島
原
発
事
敀
で
放
出
さ
れ
た
放
射
能
は
、
食
の
安
全
は
勿
論
、

世
界
的
規
模
で
人
類
の
生
存
を
脅
か
し
て
い
る
。
避
難
さ
れ
て
い
る

方
た
ち
が
い
つ
敀
郷
に
戻
れ
る
の
か
、
如
何
に
原
発
事
敀
が
人
々
の

生
活
を
破
壊
し
た
か
、私
達
は
そ
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。 

◇ 

私
は
柏
崎
刈
羽
原
発
の
地
元
の
推
進
派
が
圧
倒
的
に
多
い
環
境
に

あ
り
つ
つ
も
、「
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
署
名
ア
ク
シ
ョ
ン

実
行
委
員
会
」
が
進
め
て
い
る
署
名
行
動
を
町
内
の
人
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
協
力
を
求
め
、「
脱
原
発
」
の
闘
い
を
進
め
て
き
た
。
住
民
の

皆
さ
ん
の
原
発
事
敀
へ
の
関
心
が
高
く
、
快
く
署
名
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。 

◇ 

新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
12
月
末
ま
で
に
約
二
〇
〇
〇
名
を
超
え
る

署
名
を
集
約
し
て
い
る
。
他
方
で
東
京
電
力
の
安
全
性
に
対
す
る

差
し
止
め
訴
訟
の
動
き
も
あ
り
、
圏
内
に
原
発
反
対
の
運
動
が
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

◇ 

柏
崎
刈
羽
原
発
は
、
３
月
に
定
期
検
査
の
た
め
発
電
を
停
止
す
る

予
定
で
、
日
本
の
原
子
炉
54
基
全
て
が
停
止
す
る
と
い
う
。
計
り

知
れ
な
い
放
射
能
の
恐
怖
と
人
類
の
生
存
を
も
脅
か
す
原
発
に

反
対
し
、
再
稼
働
を
認
め
な
い
闘
い
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を

上
げ
て
２
月
末
ま
で
の
署
名
行
動
を
取
り
組
み
た
い
。 

新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
（
Ｈ
・
Ｍ
） 
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原
発
事
故
が
足
枷
に 

ＯＢ声の広場 

穏
や
か
な
日
が
続
い
て
い
た
二
月
六
日
、
最
高
裁
判
所
第
三

小
法
廷
（
岡
部
喜
代
子
裁
判
長
）
は
、
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
の

上
告
を
棄
却
す
る
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
理
丌
尽
極
ま
り

な
い
裁
判
は
あ
る
も
の
か
。
私
た
ち
Ｏ
Ｂ
会
は
、
こ
の
丌
当
な
決
定

を
満
身
の
怒
り
を
込
め
て
弾
劾
す
る
も
の
で
あ
る
。 

棄
却
の
理
由
と
は
？ 

え
ん
罪
を
生
み
だ
す
原
因 

え
ん
罪
の
な
い
社
会
を
！ 



                                    

                                    

                                    

                                    

    

新
潟
地
本
・
長
岡
支
部
Ｏ
Ｂ
会  

沖 

田 

晴 

夫 
 

私
は
平
成
九
年
か
ら
エ
ル
ダ
ー
第
一
期
生
と
し
て

㈱
新
潟
鉄
道
整
備
・
長
岡
営
業
所
に
勤
務
し
て
四
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。 

長
岡
営
業
所
は
長
岡
駅
舎
や
ホ
テ
ル
等
の
清
掃
業
務
と

車
両
セ
ン
タ
ー
内
の
入
出
区
業
務
、
庁
舎
・
車
両
清
掃
、

車
両
検
修
業
務
等
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

車
両
検
修
班
の
業
務
は
主
に
Ｅ
Ｌ
・
Ｄ
Ｌ
検
修
、
車
両
の
汚
物
抜
き

取
り
、
車
内
広
告
、
構
内
清
掃
や
冬
期
の
消
雪
・
除
雪
等
、
ま
た
昨
年

か
ら
Ｄ
Ｃ
の
車
輪
転
削
が
加
わ
り
新
幹
線
車
両
と
貨
車
を
除
く
全
て
の

車
両
の
車
輪
転
削
作
業
を
９
名
（
エ
ル
ダ
ー
５
名
、
プ
ロ
パ
ー
２
名
、

嘱
託
社
員
２
名
〉
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

仕
事
内
容
は
、
Ｅ
Ｌ
の
重
臨
検
作
業
（
車
輪
や
主
電
動
機
交
換
作
業
等
）

で
は
、
重
量
物
の
扱
い
や
時
間
と
人
工
が
必
要
な
３
Ｋ
作
業
が
多
く
、

六
〇
歳
を
過
ぎ
た
私
達
に
は
大
変
き
つ
く
、
慢
性
的
に
腰
痛
を
抱
え
て

い
る
人
に
は
厳
し
い
労
働
環
境
で
す
。
ま
た
、
現
役
時
代
に
携
わ
っ
た

こ
と
の
な
い
作
業
な
ど
も
あ
り
、
事
前
の
準
備
や
作
業
ミ
ス
の
な
い

よ
う
お
互
い
に
聞
き
合
っ
た
り
し
な
が
ら
全
員
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
現
役
時
と
同
じ
職
場
で
、
同
じ
仲
間
同
士
が

お
互
い
に
カ
バ
ー
し
合
い
な
が
ら
楽
し
く
仕
事
が
出
来
る
環
境
が

あ
る
か
ら
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
、
本
部
は
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
の
問
題
点
を
本
部
・
本
社
間
で

交
渉
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
エ
ル
ダ
ー
の
私
達
に
は
年
間
休
日
数
の

減
少
や
職
務
手
当
（
班
長
手
当
、
検
修
手
当
）
等
の
丌
支
給
の
問
題
が

あ
り
、こ
れ
ら
の
要
求
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
、
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
エ
ル
ダ
ー
専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
私
は
今
、
支
部
の
Ｏ
Ｂ
会
の
エ
ル
ダ
ー
担
当
と
し
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
出
向
先
に
よ
っ
て
問
題
点
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

「
全
体
と
個
別
」
に
整
理
を
行
い
、
鉄
道
整
備
労
組
や
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

分
会
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

私
は
今
年
エ
ル
ダ
ー
四
年
目
を
迎
え
、
十
月
に
エ
ル
ダ
ー
退
職
を

迎
え
ま
す
。
私
達
の
取
り
組
み
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
で
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
Ｏ
Ｂ
会
を

目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
担
っ
て
い
き
ま
す

 

 

正解は 特例水準 でした。 
今回は、クイズの応募締切りが入力ミスで

１ヶ月遅れました。その関係で昨年にも増して

多数の応募がありました。２月２７日、ＪＲ

東労組本部会議室におきまして、大熊会長ほか

５名の役員によって厳正な抽選を行い、応募

総数２３４名の中から、下記の方々の当選を

確認しましたので、発表します。 

１等（２名）１万円のびゅう商品券 

①信田秀子（仙台）②稲垣  進 （東京） 
 

２等（３名）５千円のびゅう商品券 

①八巻崇嗣（仙台）②進藤  昇（横浜） 

③加藤成男（東京） 
 

３等（10名）3千円のびゅう商品券 

①及川益雄（盛岡）②照井  亮（秋田） 

③斉藤光司（仙台）④船山  充（横浜） 

⑤矢島利之（高崎）⑥神宮司巧也（東京） 

⑦中山信光（新潟）⑧中村安男（長野） 

⑨佐藤二男（大宮）⑩宮澤久男（八王子） 
 

特別賞（15名）1千円の図書券 

①佐藤武志（盛岡）②島田俊男（新潟） 

③中野重雄（秋田）④山田百里（長野） 

⑤近藤寿一（仙台）⑥中込  裕（八王子） 

⑦三瓶弘毅（水戸）⑧有住亀代治（大宮） 

⑨渡辺春樹（千葉）⑩松田政雄（東京） 

⑪森下彰司（東京）⑫北村  操（横浜） 

⑬山田五雄（横浜）⑭清川信喜（盛岡） 

⑮大澤  健（高崎）      （敬称略） 
 

★ ご当選おめでとうございます。 

賞品は３月15日までにお届けします。 

ご協力ありがとうございました。 
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） 

紹介します 

 

 

 

２月６日最高裁判所第３小法廷は、「えん罪ＪＲ浦和電車区事件」の上告を棄却する決定を

行なった。ＪＲ東労組ＯＢ会は、この最高裁による暴挙を満身の怒りを込めて糾弾する。 

同時に公安警察や検察が作り上げたこの「ＪＲ浦和電車区事件」に与し、ＪＲ総連・ＪＲ東

労組の組織破壊に積極的に手を貸してきた者達も、「正義」の名において絶対に許さない。 

そもそもこの「ＪＲ浦和電車区事件」とは「平和・人権・民主主義」の旗を掲げ、「抵抗と

ヒューマニズム」を運動の基調としたＪＲ東労組の組織を破壊するために企てられた「国策

弾圧」である。それゆえに｢法令違反｣や｢事実誤認｣があると指摘した一審・二審判決であっても、

日本最高の「法の番人」である最高裁判所もそれに追従し、被告や弁護団、そして多くの支援者

達の血の叫びを足蹴にしたのである。 

この最高裁の上告棄却決定は、労働組合の団結権を保障している憲法２８条を否定したという

意味を持つ。 

すなわち、事実のないデッチ上げを認め、そのうえでＪＲ東労組の「組合活動の手段や方法は、

社会的に相当なものとはいえない」と事実審理もしないで恣意的に判断し、この結論を導いた

事は、これからの日本に労働組合活動はさせないと言っているのと同じだ。 

こんな馬鹿げた事が許されていいはずがない。司法の反動化が叫ばれて久しいが、実にその

醜い姿を見事に見せてくれたものだ。国民の声を、弱い者の声を、正義の声を聞く耳を持たなく

なった最高裁のこの決定を、我々ＪＲ東労組ＯＢ会は絶対に許さないし墓場まで持ってゆく

つもりもない。 

我々ＪＲ東労組ＯＢ会は、尐しでも美世志会や組合員の闘いの力になればと思い、２００２年

１１月１日の７名の不当逮捕の日から多くの支援する人達と共に、公判傍聴や公正な審理を

求める署名活動、そして上告審の要請行動等に全力を挙げて取り組んできた。その間に、まだ

若かった美世志会の梁次邦夫氏と大澗慶逸氏の２名が還暦を迎えＯＢ会に加わった。 

またＪＲ東労組も、その間に「事件」を知らない多くの平成採用の組合員が増えたが、立派に

団結を固め、組織の強化を図り、国家権力が目論んだＪＲ東労組の組織破壊攻撃を見事に粉砕

した。それゆえに闘いは完全に勝利したと断言できる。 

我々ＪＲ東労組ＯＢ会は、これからも弾圧に屈せず、「平和・人権・民主主義」の旗を掲げ、

闘うＪＲ東労組と美世志会の仲間と共に「社会正義」の道を堂々と歩む。そして退職者連合や

ＪＲ総連ＯＢ連絡会の仲間、地域の友人・知人達とも手を携えあって、えん罪のない安心して

暮らせる社会をつくるために、健康に留意しながら闘っていくものである。 

２０１２年２月７日 

ＪＲ東労組ＯＢ会   

 

 

 

昨年3月11日の福島第一原発事故から1年、

いまなお福島県民は放射能汚染と将来の生活不

安に苦しんでいます。私達ＯＢ会は、福島県民の

支援と脱原発を掲げ、「さようなら原発アクション」

の活動に賛同し、３・24集会に参加します。 

多くの会員の参加を呼び掛けます。 

 ３月２４日・１３時半～  日比谷野外音楽堂 



 


